
No.67
2016.10

地 動 儀

　8月下旬から日
本列島は雨模様。
災害情報が相変わ
らず伝わらないと
ぼやくが、状況を
的確に認識できれ
ば人は自ら行動で

きるのでは。9月上旬の10日間、言
葉もあまり通じないバルセロナの
下町での生活で、そんな思いを強
くした。街中には様々なサインが
的確に情報を伝え、自分なりに判
断し行動でき、生活の不便をほと
んど感じさせない。障害者も街に
多く繰り出し、バリアフリーの地
下鉄を積極的に利用している様子
は、日本と対照的である。設備と
いうハードと、情報というソフト
が整えば、自ら判断して行動でき
る。防災情報もそうなれば、人は
おのずからリスク回避行動がとれ
るはず。そこに「逃げろ」との一言、
行政が手助けしてあげれば、それ
がベストではないか。そんなこと
を考えていた時、阿部勝征元会長
の訃報が届く。こんな議論がまた
出来たのではとの思いが、まこと
に残念です。ご冥福をお祈りしま
す。
（静岡大学防災総合センター教授）

ハードとソフトの充実で
人は自ら判断し行動できる

日本災害情報学会　理事
岩田 孝仁
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第 18 回学会大会は、今年の 10 月 22 日（土）・23 日（日）に、東京・世田
谷の日本大学文理学部で開催いたします。

今年は、4 月に熊本地震が発生し大きな被害が生じました。また、東日本
大震災から 5 年という節目の年でもあります。そして、昨年 9 月の関東・東
北豪雨は、昨年の学会大会申し込みの締め切り以降に発生しました。これら
の災害や出来事に関して、各方面で調査や検証が行われていることと思いま
す。他にも様々な研究、ソフトウェアやコンテンツの開発・検討なども進め
られていることでしょう。

現在、「災害情報」という言葉は、災害や災害を引き起こす現象に関する
予警報、報道、コミュニケーション、流言や風評、情報の伝達や共有の手段
である通信やメディア、生活などに関する広報、さらには日常の教育、啓発
など、幅広い意味で使われています。そういったことから、災害情報に関す
る研究も、テーマ、観点、手法、また発表のスタイルが、多種多様になって
いると言えます。そして、この日本災害情報学会は、年々、多方面から集まっ
た会員によるバラエティーに富んだ成果の報告が増え、災害に関係している
学会の中でも、とりわけユニークな存在になっていると言ってよいでしょう。

このところ、学会大会は 100 件近い発表の申し込みがあります。しかし、
その一方で、議論をするための時間が十分にとれないという傾向も見られま
す。今年の第 18 回学会大会は、シンポジウムなどは行わず、研究発表を中
心としたプログラムを組み、質疑応答や議論の時間を増やしたいと考えてい
ます。

どうぞ、よろしくお願いいたします。
（日本大学文理学部社会学科教授）

　日本災害情報学会企画委員会では 9 月 3 日、公開シンポジウム「鬼怒川水
害から 1 年～情報と避難を考える～」を東京大学で開催しました。昨年 9 月
の「平成 27 年関東・東北豪雨」で甚大な被害を受けた茨城県常総市に焦点
を当て、▼情報や避難のあり方▼自治体の対応などについての認識を共有し、
水害対策の今後について考えるのがねらいでした。
　第 1 部の「報告」では、まず自治体の立場から、災害対策本部のトップと
して対応に当たった前・常総市長の高杉徹さんに発災当時の状況や首長とし
ての判断の難しさについてご講演をいただきました。次に、常総市在住で元・
東京都危機管理監の島田健一さんに、住民の立場から当時の防災情報の認知
や避難行動についてお話しいただきました。第 1 部の最後は、筆者（入江）
が NHK 放送文化研究所が行った常総市住民 1,000 人を対象とした調査に基
づき、いわゆる「孤立」の実態や情報伝達の課題について報告しました。
　第 2 部のパネルディスカッションでは、田中淳会長のコーディネートのも
と、報告者 3 人に加えて内閣府（防災担当）の廣瀬昌由参事官にもご登壇い
ただき、この水害で顕在化した課題や、想定される首都圏大規模水害に向け
た対応について意見を交わしました。
　本シンポジウムには 147 人が参加しましたが、半数以上が一般（非会員）
の方でした。学会の活動を広く一般に共有するという点でも、意義のある催
しとなりました。

（NHK 放送文化研究所）

日本災害情報学会第18回学会大会に臨んで
大会実行委員長　中森 広道

公開シンポ「鬼怒川水害から１年～情報と避難
を考える～」を開催

企画委員　入江さやか



今年４月の熊本地震では、14日のM6.5の地震の後、16日にはM7.3の地震が
発生し、さらには地震活動域が熊本県から大分県にかけて広域に広がるなど、
過去に例の見られない活動となりました。

気象庁では、14日の地震直後から、記者会見等で今後の余震活動に十分注
意して危険なところには近付かないように呼びかけ、翌15日には、今後３日間
に震度6弱以上の揺れを伴う余震の発生確率が20％という情報を発表しました。
これらの情報は、地震調査委員会が平成10年に取りまとめた報告書「余震の確
率評価手法について」に沿って発表したものです。この報告書では、内陸地殻
内でM6.4以上の地震が発生したらそれを本震とみなすこと、地震発生の概ね1
日後には余震発生確率を発表することが示されていました。

しかしながら、熊本地震では、16日にさらに大きな地震が発生したことによ
り、この報告書が適用できなくなるとともに、「余震」という言葉がより強い
揺れは生じないと受け取られた可能性がある、20％という確率がかなり低い確
率（安心情報）と受け取られた可能性があるなどの指摘がありました。

これらの課題を踏まえ、地震調査委員会では、平成10年の報告書を見直し、
余震に限定せずに地震活動の見通しに関する呼びかけ方を検討するとともに、
確率の数値表現や周辺活断層等への言及を検討し、この8月に「大地震後の地
震活動の見通しに関する情報のあり方」として報告書を公表しました。報告書
では、地震発生直後には、最初の大地震と同程度の地震への注意を基本とし、
続発しやすい場所かどうかなど、過去事例や地域特性に応じた注意喚起を付加
すること、周辺に活断層等があれば地震調査委員会の長期評価結果に基づいて
留意を呼びかけることが示されています。また、1週間程度後には、地震活動
の見通しとして、余震確率に基づいた情報も付加することとし、確率値そのも
のだと安心情報と受け取られるおそれがあるので、「平常時の△倍」などの表
現で示すとされています。

気象庁では、この報告書を踏まえ、国民の安心・安全の確保につながるよう、
今後もより分かりやすい情報発信に努めていきたいと考えています。

2016年熊本地震の本震（M7.3）は、布田川断層帯の布田川区間で発生した。
2013年に、地震調査研究推進本部（地震本部）は、布田川区間ではＭ７程度の
地震が30年以内に「ほぼ0 ～ 0.9％」の確率で発生すると評価していた。この区
間は、全国の主要な活断層の中では、地震発生の可能性が「やや高い」グルー
プに属している。だが、この「0.9％」は、災害情報としてみると「地震は発
生しない」と考えられる恐れがある小さな数字である。そもそも、平均再来間
隔が数千年から1万年の内陸の大地震が30年以内に発生する確率は、地震発生
直前になっても数％程度にしかならない。阪神・淡路大震災をもたらした地震

（M7.3）が発生した六甲・淡路島断層帯も、同じ方法で計算すると、地震発生
直前で8％程度であった。つまり、0.9％でも「やや高い」のである。しかし、
これは通常の感覚とは異なる。

ここには二つの改善すべき問題がある。そもそも、ある「活断層帯」で地
震が発生する確率の評価方法が現状のままでよいのかという本質的な問題と、

「0.9％はやや高い」という表現上の問題である。地震本部は、当面後者につい
て次のようにして改善を図った。全国の活断層帯の長期評価について、大きな
地震が起きる可能性が高い順に「Ｓランク（高い）」「Ａランク（やや高い）」「Ｚ
ランク」「Ｘランク（不明）」の４段階に分けて公表することにした。従来は、
発生確率の数字を示したうえで、「高い（30年以内の発生確率が3%以上）」、「や
や高い（同0.1 ～ 3％）」、「表記無し（同0.1％未満または確率が不明、活断層で
ないと評価）」としていた。変更のポイントは二つである。一つは確率表示を
やめたこと、もう一つは確率が小さい活断層と不明の活断層を同じ分類にして
いたものを、「Ｚランク」「Ｘランク（不明）」と二つに分けたことである。た
だし、ランク分けの基準とする確率のしきい値は同じである。この変更によっ
て、「活断層がある」という情報が「危険を示す情報」と理解されるようにな
ることが期待されている。確率の計算方法についての抜本的改善は、「活断層
の地域評価」で一部行われているが、今後の課題である。
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　学会大会2日目の10月23日午後に
表彰式
「廣井賞」は災害情報分野で著し
い功績のあった会員又は会員所属
の団体等を表彰する制度です。賞
には社会的功績分野と学術的功績
分野、特別功績分野の3つの分野が
あります。
　2016年は災害の防止・軽減に貢献
する災害情報への先進的な取組み
を対象とした「社会的功績」分野
に、河北新報社と倉野康彦氏が選
ばれました。
○ 河北新報社　巡回ワークショッ

プ「むすび塾」
　東日本大震災の体験を共有し将
来の防災に生かそうと、巡回ワー
クショップ「むすび塾」を立ち上
げ、地域住民とともに実践的な備
えを探る報道を展開。むすび塾の
取り組みは、被災地の防災力向上
に貢献するだけでなく、全国各地
や海外にまで広がっており、今後
のさらなる展開にも期待し、今回
の受賞となりました。
○ 倉野康彦氏　避難所運営ゲーム

「HUG」の開発・普及
　静岡県職員として、大地震を想
定した避難所運営ゲーム「HUG
（ハグ）」を開発し、指導や普及
に退職後も尽力。HUGは、全国の
自主防災会や学校、自治体職員向
けの研修などで広く活用され、被
災地における避難所運営にも効果
を発揮するなど、HUGが災害時の
避難所運営の理解促進に果たした
社会的貢献は極めて大きく、今回
の受賞となりました。
　表彰式の後、受賞者による記念
講演を行います。今年度は学術的
功績分野と特別功績分野の受賞は
ありませんが、引き続きこれらの
分野についても会員の皆様の積極
的な活動を期待しています。

　若手の活性化を通じて本学会の
発展を目的とし、40歳以下の会員
を対象に学会大会での優秀発表に
対して、阿部賞および河田賞の授
与を、昨年の第17回学会大会に引き
続いて、18回大会でも行います。
　学会大会での優秀ポスター発表
に対して贈られる阿部賞は、ポス
ターセッションのコアタイムで、
会場にいる学会員の皆さんからの
投票結果に基づいて授与しますの
で、大会に参加する皆様には、故
阿部会長の名前に相応しい選考に
ご協力をお願いします。また学会
大会での優秀口頭発表は、あらか
じめ廣井賞委員会から依頼した複
数の審査員による評価に基づき、
河田賞を授与する予定です。阿部
賞および河田賞が、若手会員の更
なる活発な学会活動へとつながる
ことを期待しています。

（廣井賞委員会副委員長
時事通信社　中川和之）

■2016年廣井賞が決定
地震活動の見通しの新しい伝え方

気象庁地震火山部地震津波監視課　青木　元

活断層評価の新しい伝達方法－発生確率のランク付け－
東京大学地震研究所地震予知研究センター長　平田　直

■阿部賞・河田賞‐今年
も学会大会で表彰
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2016年台風10号による災害では、岩手県岩泉町でのグループホームでの高齢者
9人死亡の被害が注目されているが、このケースを含め、特に岩手県内での人的
被害は、山地河川での洪水によってもたらされたことが特徴と言える。本事例で
は、岩手県内で死者20人、行方不明者3人の被害（10月5日消防庁資料）が伝えら
れている。現在筆者が調査中で今後数字は変動するが、これら人的被害の内、土
砂災害によるものは数人で、20人前後は洪水起因である可能性が高そうである。
ここで洪水起因とはすべて川から溢れた水に流されたケースであり、よく見られ
る「田んぼの見回りなど、何らかの形で増水した川に近づいて川に転落した」と
いうケースは確認されていない。筆者の最近十数年間の風水害犠牲者の調査によ
れば、洪水起因の犠牲者は全犠牲者の2割である。本事例の洪水起因の人的被害
の割合は、近年の事例に比べてかなり高いと言えそうである。

山地河川での洪水は、河川自体の勾配が急であることと、洪水が流れ得る断面
積が狭くなることから、流速が速くなりやすく、このため家屋や人に対して大き
な被害をもたらしやすい特徴を持つ。近年では、2011年台風12号災害時の和歌山
県那智勝浦町、2009年兵庫県佐用町での災害などが類例として挙げられる。山地
河川では、洪水ハザードマップの整備が進んでいないことも多く、地形的に洪水
の可能性があっても、広く一般に認識されにくいことも考えられ、注意が必要で
ある。

2012年九州北部での洪水・土砂災害、2013年伊豆大島では火山地帯での土砂災
害、2014年広島では都市近郊の土砂災害、2015年鬼怒川の平野部河川洪水、今回
は山地河川の洪水と代わる代わる、いろいろなタイプの風水害が発生している。
洪水、土砂災害に共通しているのは「基本的には、起こりうる場所で、これまで
も起こってきた現象が発生している」ということである。目先の事象に振り回さ
れず、基本に立ち返って対策を考えていきたいものである。

平成28年8月19日21時に八丈島の東約150キロの海上で発生した台風第10号は、
日本の南海上にあった大きな渦の流れに乗って西南西～南西に進み、一時は南大
東島の東まで達した。この大きな渦は、モンスーン渦（英語ではMonsoon gyre）
と呼ばれ、通常はフィリピンの東海上に発生するものだが（筆者もこの現象は知っ
ていたが名称があるとは知らなかった）、今年は太平洋高気圧が例年と比べて北
東に偏ったために、この時期に日本のすぐ南まで達する大きな渦となっていたと
気象庁は解釈している。台風第10号の前に北海道に上陸した台風第7号と第11号
は、このモンスーン渦の一番外側の流れに乗り、その後北偏する太平洋高気圧の
縁辺を通ったものだったが、第10号はこれらよりも少し渦の内側にあったために、
今まであまり見られなかったコースを通った（日本のすぐ南を西南西進した台風
が過去に全くないわけではない。例：1968年台風第7号）。その後、太平洋高気圧
の南への張り出しとともに台風第10号は北東へ進んだ。今年は日本近海の海面水
温が高いために、その間に台風は発達を続けた。北東進後は、台風の北西側に上
空の気圧の谷が進んできて寒冷渦となったため、これに巻き込まれて台風は北西
に進んで岩手県に上陸した。台風が上空の気圧の谷に巻き込まれて北西進するこ
とも、それほど珍しいことではないが、三陸沖で起きたのは、1951年の統計開始
以降では初めてのことであった。結果として、台風の進路を決める環境が、一つ
一つはありえないことではないのだが、過去にあまり多くないことが連続して発
生したために、結果として過去に例のない進路をとることになったと言えるだろ
う。

台風の上陸した岩手県で記録的な大雨となったのに加えて、遠く離れた北海道
でも記録的な大雨となったのは、台風の進行方向右側の暖かく湿った空気が運ば
れて山脈に吹き付けられたためで、これは紀伊半島豪雨の際などにも見られたよ
くある現象である。

災害時の医療対応において
は、広域災害・救急医療情報シ
ステム（EMIS）により関係機
関が情報共有を行う。阪神・淡
路大震災での教訓により開発さ
れ、東日本大震災においては主
にDMAT（災害派遣医療チー
ム）が急性期に活用し、情報共
有ツールとして一定の役割を果
たした。現行EMISでは、被災
地の災害医療コーディネート機
能の支援を目的に機能強化され
ている。具体的には、急性期の
みでなく、亜急性期以降におい
ても避難所の状況やDMATだけ
でない様々な救護班のチーム情
報等の共有が可能となり、熊本
地震においても活用されたが、
まだまだシステムそのものの改
善の余地がある。その他にも、
公衆衛生分野等の情報システム
とEMISとの連携や、EMISユー
ザーへの教育などの課題もある
が、今後の大規模災害において
も活用し得る情報共有ツールと
すべく関係者が努力を続けてい
る。

この原稿は台風16号が鹿児島
県に上陸した9月20日に執筆し
た。この時点で今年の台風の上
陸数は6となり、統計開始以降2
番目の多さとなった。昨年9月の
関東・東北豪雨や今年4月の熊本
地震、そして岩手県に甚大な被
害をもたらした台風10号など、
ここ1年立て続けに大きな自然
災害を目の当たりにし、改めて
「災害情報学」の重要性を認識
することとなった。

近年では、各種警報や避難
情報が様々なメディアを通して
発信されるようになり、また、
SNSによる個人からの情報発信
も活発である（筆者もTwitter
を活用した災害情報共有を研究
テーマとしている）。そのた
め、PCやスマートフォンを活用
すれば様々な災害関連情報をリ
アルタイムに入手可能である。
しかし一方で、情報弱者と呼ば
れる人達はその恩恵を被ること
ができずにいる。

「情報弱者への災害情報伝
達」という本学会諸兄姉の皆様
が取り組んできた重要な研究
テーマに自分もトライしていき
たい。

情報弱者への災害情報伝達
東海大学情報理工学部情報科学科

内田　理

災害医療における情報共有ツール：EMIS

国立病院機構災害医療センター
市原 正行

台風東北上陸の意味
福岡管区気象台気象防災部長　三浦 郁夫

2016年台風10号岩手県などの災害　
山地河川での洪水の恐ろしさ

静岡大学防災総合センター教授　牛山 素行

特集 台風 10 号



【短信】
水防災意識の再構築に向けた国土交
通省の取組み
１．危機管理型ハード対策
　国土交通省では、平成27年9月の関
東・東北豪雨を踏まえて策定した「水
防災意識社会再構築ビジョン」に基
づき、全直轄河川と沿川市町村（109
水系703市町村）に地域毎の協議会等
を設置し、ハード・ソフト対策を一
体的・計画的に進めています。
　このうち、ハード対策は、平成32
年度を目途に概ね5年間で、浸透・パ
イピング対策、流下能力不足対策等
の「洪水を安全に流すハード対策」
を約1,200kmで実施します。さらに「危
機管理型ハード対策」として、氾濫
リスクが高いにも関わらず、当面の
間、上下流バランス等の観点から堤
防整備に至らない区間など約1,800km
を対象に、堤防天端の保護や堤防裏
法尻の補強を行い、決壊までの時間
を少しでも引き延ばすよう、堤防構
造を工夫する対策を実施します。
２．洪水情報のプッシュ型配信
　洪水時に住民の主体的な避難を促
すソフト対策の一つとして、平成28
年9月5日から、国が管理する鬼怒
川、肱川の流域自治体である茨城県
常総市、愛媛県大洲市で、緊急速報
メールを活用し、河川氾濫のおそれ
がある情報と氾濫が発生した情報の
プッシュ型配信を開始します。緊急
速報メールは緊急地震速報などと同
様に受信側が要求しなくても自動的
に携帯電話ユーザー（NTTドコモ、
KDDI・沖縄セルラー、ソフトバンク）
へ配信するもので、洪水情報を迅速
かつ幅広く住民に周知できます。配
信エリアは、国管理の109水系を対象
に今後順次拡大していきます。

（国土交通省水管理・国土保全局　
青野正志、秋葉雅章）
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学会プラザ
【書籍紹介】
◇稲垣司著『やるっきゃない！俺た
ち県庁防災対策部』（マーブルブック
ス、2016.7、1,400円＋税）

実に痛快な書籍だ。著者は2016年3
月まで三重県防災対策部長を務めた
行政職員。「私たちは質量ともに豊富
で濃密な仕事をした」と言い切る自
信はどこから生じたのか。自治体の
防災対策で最も重要なミッションは
ビジョンと戦略を示し、地域の実情
に合わせた効果的な戦術を立案、実
行、検証、見直しのサイクルを回す
ことだ。三重県は著者の在任中に、「新
地震・津波対策行動計画」「新風水害
対策行動計画」「復興指針」を策定し
ている。これらの計画はコンサルタ
ントに依頼せずに、すべて職員の手
作りである。著者と担当者との計画
策定までのやり取りが、実名で臨場
感を持って語られる。たとえば、復
興指針の原案を見た著者は「彼らの
基本理念の考え方は曖昧で雑だとし
か評価できませんでした」とバッサ
リ切っている。納得できるまで部下
に徹底的に考えさせる、言うは易く
行うは難い。それでいて職員に慕わ
れるリーダーシップ。防災関係だけ
でなくすべての行政職員、いや組織
人に読んでもらいたい。

（跡見学園女子大学　鍵屋　一）
◇檜垣大助・緒續英章・井良沢道也・
今村隆正・山田孝・丸谷知己　編集

「土砂災害と防災教育」（朝倉書店、
2016.2、3,600円＋税）
　本書は、大学や官公庁、民間、地
域の自治会長等多岐に渡る執筆者の
活動を集成したものである。2014年
の広島土砂災害が刊行のきっかけだ
という。激甚な災害を目の当たりに
して様々な思いがあったのだろう。
　1・2章で土砂災害の実態や行政の
取組み等が概説され、3・4章で小･中
学校、地域コミュニティでの実施事
例が詳述されている。5章は実験方法
や模型、ゲーム等の「ツール」の紹
介で、土石流の匂いが体感できる3D
シアター等先導的な取組も見られる。
実践を重ねている方や初学者の方に
も、多様な事例が参考になるものと
思う。
　気象災害の激甚化等が懸念される
中、防災教育はより魅力的なもので
あってほしい。他分野の応援をいか
に得るかも課題ではないだろうか。

（山本 正直）

編 集 後 記
　岩手県岩泉町高齢者グループホームで 9人の高齢者が水害で亡くなった。法人の常務理事は、「「避難準備情報」が出ていたことは知っ
ていたが、それが災害時要援護者の避難開始を意味するとは知らなかった」と述べている。この問題は、平成 17 年 3 月の内閣府「避難
勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」作成時に議論された。事務局から「避難準備情報」が適当との原案が示され、私が
「要援護者」を残し、避難準備（要援護者避難）情報とすべきと提案し、廣井脩座長がそのように事務局案の訂正を指示したものだ。し
かし、いつの間にか（要援護者避難）が消えていき、平成 26 年 9 月のガイドライン改訂では「避難準備情報」となっている。9月 27 日、
衆議院本会議で安倍総理大臣は「避難準備情報は、…情報を受け取った方が的確な避難行動を取れるよう、名称変更も含め、避難情報
の提供を改善する方策について、年内をめどに検討してまいります。」と発言した。ことは人命に関わる。用語は長くなっても、適切な
表現に変えるべきと強く願う。（一）
▼台風の襲来相次ぎ、警報慣れが心配…（ふ長）▼要援護者、（特に中小）自治体の防災担当、両方へのアプローチが必要では（辻）▼
平時だけなく、災害時・緊急時においても要配慮者への情報バリアフリーが望まれる（村）▼例年にない数の台風上陸。学んだことも
数多い。次に活かさねば（山正）▼災害後に伝わってくる証言は場所こそ違えいつも同じ…他所の教訓は活かされないのか（和）▼「災
害は、地域や一人一人への抜き打ち試験」忘れないようにしたい（渡）▼地震の見通しの呼びかけ、これで良いか自問自答。いつもの
ように。（髙）▼地震学の成果を社会へ還元することに尽力された阿部先生が逝く、嗚呼。（た）▼阿部先生が、あの優しい笑顔で語り
かけてくださることはもうないのか。ただただ合掌。（一）▼廣井先生との二人三脚、ここまで一緒でなくていいのに（落涙）（中）▼
笑顔が印象に残る阿部先生。「防災は笑顔から」と教えてくれた（黒）
日本災害情報学会・ニュースレター No.67

〒 162-0825 東京都新宿区神楽坂 2-12-1-205　TEL 03（3268）2400　FAX 03（5227）6862　メール tokio@jasdis.gr.jp

事務局だより
■入退会者（16.7.1 ～ 16.9.30・敬称略）
入会者
正会員　本田禎人･川和弘（（株）パ
スコ）、丸山一樹･小島彰吾（（株）ア
イ･ディー･エー）、布施いずみ・横尾
泰輔･里匠（ＮＨＫ）、藤田和彦･大泉
大介（（株）河北新報社）、吉松雅行

（気象庁）、反町容（日本工営（株））、
金俊之（青森県）、豊田祐輔（立命館
大学）、髙田光康（（株）東和テクノ
ロジー）、西澤真理子（リテラジャパ
ン）、片山美樹、畠山満則（京都大学）、
福富晋悟（（株）毎日放送）、上村貴
広（浦安市社会福祉協議会）、岸田暁
郎（（株）日本能率協会総合研究所）、
中林啓修（人と防災未来センター）、
池野美樹（（株）日立製作所）、木佐
森健司、杉本等（（株）パドラック）、
千葉啓広（名古屋大学）、髙橋忍（鹿
児島大学）、小林亘（東京電機大学）、
根本裕樹（首都大学東京）、田島祥（東
海大学）、鈴木哲司（帝京平成大学）、
木村裕行（復建調査設計（株））、杉
原健一（岐阜経済大学）、齋藤さやか

（東京大学）、西文俊（静岡第一テレ
ビ）、板宮朋基（愛知工科大学）、西
尾雅弘（久留米工業大学）、鈴木康之

（静岡大学）、加治屋秋実（大島町役
場）、大槻明（日本大学）、穴井英之（岡
崎市役所）、佐野浩彬（防災科学技術
研究所）、曽川剛志（兵庫教育大学）、
柏田すみれ（NPO 環境防災総合政策
研究機構）、田中健一郎（兵庫県立大
学）、河村和徳（東北大学）
学生会員　榊原和哉･蟻川景介･石井
美帆･宮崎麻央･上通葵（群馬大学）、
齋藤文･飯沼貴朗･永松冬青（慶應義
塾大学）、薛欣怡（東京大学）、西澤
篤（東洋大学）、中野元太（京都大学）、
佐伯幸紀（日本大学）、佐々木健太（静
岡大学）、時枝真志（福岡工業大学）

退会者
正会員　浦谷篤、尾池和夫、髙橋民夫、
北野哲司、矢部満、島田立季、來山
光夫、津村健四朗、桑島正幸、山本
外茂男、秀島栄三、鈴木正徳、島田
広昭、亀田晃一、三枝博行
学生会員　豊嶌駿亮
購読会員　中国電力株式会社

No.67
2016.10



先生は、人間ドックで見つかった小さな肺がんの切
除手術が成功し、ゆっくりと体調を回復されていると
考えていた私にとって、突然の訃報は言葉に表すこと
ができないほどの衝撃であった。退院後、一昨年の新
潟県長岡市で開催された日本災害情報学会の年次講演
会の会場でお会いしたとき、「河田さん、もう泊りが
けの出張は医者に止められているんですよ」と小さな
声で言われたことを今も覚えている。このとき学会で
は「阿部賞」が創設され、第一回の表彰式が行われた。

ヘビースモーカーだった先生は、小さな会議が長丁
場になると、そっと席を立たれて、屋外に煙草を吸い
に行くという姿が今も目に焼き付いている。1995年阪
神・淡路大震災以来、色々な場面でご一緒する機会が
多くなった。とくに、この学会の立ち上げや環境防災
総合政策研究機構のNPO法人化に際して、親しくお付
き合いさせていただいた。何事においても、失敗しな
いようなお心配りをいただき、遠慮がちによく「河田
さん･･･････」というような会話を交わした先輩であっ
た。

5年前に東日本大震災が起こったときも、先生は中
央防災会議の委員としての立場から、第一声で「想定
外の地震」に対する反省の弁を述べられた。しかしな
がら、この震災以前から座長を務めた政府の専門調査
会では、先生は決して委員各位の意見を無視するよう
な会議運営はされなかった。地震学者として謙虚だっ
たのである。政府はこれから東海地震の見直しや南海
地震対策などを進める上で、貴重な人材を失ってし
まったことに気付かなければならない。それだけ傷は
深い。合掌

阿部先生には夜の懇親の場によく誘って頂いた。で
も一番忘れられないのは意外にも野外活動！「付いて
行って」教えてもらったことだ。

最初は雲仙普賢岳噴火をきっかけに災害報道に取り
組みだした25年前。「地震も勉強しなきゃ」と読んだ
本が先生の『地震は必ずくる』。見習い記者にもわか
りやすかった。テレビ屋なら本人の話を直接聞くべき
と講演会へ。会場は確か墨田区役所のホール。終了後、
楽屋に飛び込み取材。名刺をもらえればOKくらいの
つもりだったが、いきなり「散歩に付き合うか」と誘
われた。吾妻橋から出発、訳もわからず「付いて行っ
た」…そこは関東大震災で火災被害を受けた街並み。
地震火災の怖さ、それは今も変わらないことを教えて
もらった。ゴールの被服廠跡まで個人レッスンだった。

1993年の北海道南西沖地震でも「付いて行った」。
津波から数日後、被災現場で取材していると学生を連
れた先生が津波遡上高を測っていた！　声をかけると
先生からは思わぬ一言が「実は学生が何も食べてな
い」…我々取材班のおにぎりをシェアした。食事を終
え、そこからがさらに驚きの展開！　先生はいきなり

「しょうがない、俺が体で払うか」と言って歩き出した。
再び訳もわからず「付いて行った」…そこは津波の最
高遡上現場。電線に引っかかった海草から遡上高を推
定、絶壁の津波痕探し…独占カメラ取材だった。

最初なぜ散歩に誘ってくれたのか？　実は聞けてい
ない。「研究者も記者も、体を張って世の役に立て！」
そう教えてくれたと勝手に思っている。合掌。

5

阿部 勝征（あべ　かつゆき）　1944年8月23日生　
1973年3月  東京大学理学研究科博士課程修了
 （理学博士）
1973年4月 北海道大学理学部　講師　
1974年2月 同　助教授
1984年8月 東京大学地震研究所　助教授　
1989年4月 同　教授
2007年6月 同　名誉教授
2007年4月 （財）地震予知総合研究振興会
 地震調査研究センター所長
2013年6月 （財）地震予知総合研究振興会　理事長
2015年6月 同　会長
学会・政府委員会
　日本災害情報学会会長（2005年6月～ 2009年10月）
　地震調査研究推進本部地震調査委員会委員長
 （2006年3月～ 2012年3月）
　地震防災対策強化地域判定会会長
 （2008年4月～ 2016年3月）
　中央防災会議専門委員（1998年1月～ 2007年1月）
　中央防災会議委員（2007年1月～）、など
受賞
　2008年9月　防災功労者内閣総理大臣表彰、など

日本災害情報学会第二代会長であられた阿部勝征先
生の訃報に接し、ただ虚脱、落涙するのみ。

先生に初めて御目にかかったのは、津波避難の委員
会だったと思う。「津波地震を忘れていけない」。まだ
防災に足を踏み入れたばかりの若い身には雲の上の先
生が、飄々と、そして淡々と、しかもデータを交えて
わかりやすく語ってくださったことを鮮明に記憶して
いる。

その後も学会や委員会、飲み会の場で多くの教えを
受けた。なかでも「直前の災害に引っ張られてはだめ
だ」と良くおっしゃっていたことは、防災を志すもの
として肝に銘じた箴言のひとつである。阪神・淡路大
震災しかり、東日本大震災しかり、余りに大きな被害
を目にすると、その災害だけに目を奪われてしまいが
ちな自分を戒める教えであった。南海地震についても、
これまで何回も何回も発生したなかで、たった3回や4
回のことしかわかっていないともおっしゃっていた。
科学が解明できたことも分かりやすく、しかし、科学
が未だ解明できていないことへの留意も常に忘れずに
提示されてこられた。
「災害を正しく恐れる」という先生の、ある意味人

口に膾炙された表現に込められた想いは、単なる警句
を越えて、自然現象への畏敬の念だったように感じら
れる。残された我々一人ひとりが、先生の教えを思い
起こし、その途を間違わずに一歩一歩前に進めていか
なければならないと思う。先生のご冥福を切にお祈り
申し上げます。

しかし、あー、嘆き侘ぶ。

阿部勝征先生の死去を悼む
関西大学社会安全学部特別任命教授　河田 惠昭

追悼　阿部勝征 先生

先生に「付いて行きました」
日本テレビ　谷原 和憲

阿部先生の訃報に接して
日本災害情報学会会長／東京大学大学院情報学環教授

田中　淳
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9月9日(金)阿部先生と国の委員会でご一緒させてい
ただいているNTT東日本の取締役から阿部先生が倒れ
られたというお話を聞き、翌週、学会から先生の訃報
の連絡をいただき信じられない状況でした。私は平成
16年春NTT東日本の災害対策の業務に携わることとな
りました。災害対応やリスク管理に関してはそれまで
全く経験がなく、週数回のペースで阿部先生と廣井先
生のところにお伺いし、災害時の対応などリスク管理
について教えていただきました。阿部先生からは『平
時から想定外を如何に少なくするか？』『孫子の兵法』

『正常性の偏見』『地域コミュニケーション』などの重
要性について教えていただき、4年4か月の災害対応実
務を通し体感することができました。

新橋に学会事務局があった頃、阿部先生から「エレ
ベーターに君と僕と若い23歳の女の子がいて、地震で
エレベーターが3日止まったら君どうする？」と突然
聞かれたことがありました。当時は、そのようなこと
は普段考えたこともなく、その時は返答することがで
きず頭が真っ白という感じでした。
『平時から想定外を如何に少なくするか？』の考え

方は、その後の実務を通し、災害対応のみならず事業
計画達成や重大事故の防止など生活全般に活用できる
ことを経験し、現在の職場でも先生から教えていただ
いたことを3年前から啓発し、今月で29か月間重大事
故がなく、特に社用車の交通事故が月数回から年1回
程度に減少しました。先生から教えていただいたリス
クの考え方が各社員等に浸透し、リスク回避に繋がっ
ているものと思い深く感謝しています。ありがとうご
ざいました。

これからも先生の「命を守る」教えを職場や地域の
皆さんに啓発して参りたいと思います。

阿部先生のご冥福をお祈り申し上げます。

阿部先生とは、2001年に内閣府ができ、所掌する防
災政策も国土庁とは違い各省調整だけでなく企画立案
も担うことになり、官邸からは防災部門も存在感を示
せと言われ、悩んでいたころからのお付き合いです。

内閣府での新たな防災では、以前の防災の形式的側
面を、確実に被害軽減に繋がる具体的防災に塗り替え
ることを柱にしました。そんな時期に先生から、20数
年前に決めた東海地震の想定や対策は、最近の観測や
研究を踏まえ見直すべきとのお話を伺いましたが、新
鮮だったのは「最新の研究もこの程度がわかったに過
ぎない」、「不確実な自然現象の解析は本当に社会に活
かせるのか」といったお話でした。具体的に実のある
防災のためにはとても重要だと思い、その後何度も相
談に伺い、東海地震対策の抜本的見直しに着手しまし
た。逆に先生からは法律や水害対策等の質問もいただ
きました。ご一緒に根津の「天井桟敷の人々」で先生
の好きなエズラあたりを飲んでいるときも、そうした
議論を楽しく投げかけてこられました。先生の問題認
識は、その後も東南海・南海地震、活断層地震と、日
本の地震防災対策の大きな流れとなっていきます。

防災行政の立場から見ると、阿部先生はその抜きん
出た地震学のご見識もさることながら、社会に役立つ
地震研究とは何か、地震研究の成果を活かす方法は何
か、をいつも考えてこられた方ではないかと思います。

今後、種々の巨大災害の発生が心配される中で、こ
れから特に必要なそうした感性を持つ信頼できる名医
が去ってしまった感じがして、大変悔やまれます。

安らかな旅立ちを　心からお祈りいたします。

9月12日夕刻、阿部先生が9日未明にご逝去されたと
の電話が入る。未だ寒い2月18日、退院祝いを兼ねた
お見舞いと今後の内閣府の検討会の進め方等をご相談
するため、東大病院でお会いしたのが先生との最後に
なるとは思いもしなかった。その時、「日本海溝・千
島海溝の座長は続ける。座長代理を置いてくれている
ので気が楽だ」、「新たな長周期の検討会の座長は断る。
判定会の会長も引退することにしたよ。潮時だよ」な
どと話をした後は、「退院して旨い物を食べながら酒
でも飲んで養生するよ」、「元気になったら皆で飲みに
行こうや」、「1、2カ月後かな。楽しみにしているよ」
と直ぐに元気になるからと他愛のない話にはずんだ。
帰り際、「一度癌になると、見えないのが体のどこか
に潜んでいて厄介だ。気をつけろよ」と仰っておられ
たが、気にも留めなかった。今思うと悔やまれる。

先生とは酒を飲みながら色々とご相談することが多
かったが、地震学にとどまらず防災に取り組まれてい
る理由はと聞くと「内閣府やマスコミ等の皆が取り巻
いてくれているお陰だよ。こっちの方が楽しいね」と
仰っていた。時に、｢オレは世界のアベだよ」、「格言
を作ったよ」などとお茶目な顔をして楽しそうに話さ
れていたのが思い起こされる。
「災害に、場所なし、規模なし、予告なし」、阿部先

生の格言の一つである。災害による被害が一人でも少
なくなるよう、先生のご意思を繋ぎ防災・減災に取り
組んでいきたい。心よりご冥福をお祈りいたします。

当学会二代目の会長で東京大学地震研究所名誉教授
阿部勝征先生が、去る9月9日未明にご逝去されました。
享年72歳でした。阿部先生は初代会長の廣井脩先生の
後任として本学会の発展にご尽力され、また、地震調
査委員会委員長、東海地震判定会会長などの重責を引
き受けられて、我が国の地震防災に大きく貢献しまし
た。廣井先生に次いで阿部先生も失ったことは本当に
大きな損失であります。謹んで哀悼の意を表します。

この度広報委員会では、阿部先生の追悼特集を企画
し、親交のあった学会関係者にお言葉をお願いするこ
とにしました。阿部先生の交友関係は多彩で、ほかに
もお言葉を頂くべき方が多いのですが、お願いできな
かった皆様には何卒ご容赦いただければと思います。
またお願いした皆様には、短い執筆期間にもかかわら
ず快くお引き受け頂き深く感謝いたします。

最後に私から阿部先生の地震研での思い出を少し紹
介します。阿部先生は地震研に着任当初から地震学の
成果を行政や社会に活かすことの重要性を唱えて自ら
実践されてきました。世界で大きな地震が発生すると
どのような地震が発生したのか、防災上どのようなこ
とに気を付けたらいいのかなどをマスコミの方に端的
に話していました。部屋にいると関係する研究論文や
周辺のテクトニクス、歴史地震資料などがすぐに出て
くるので、先生の頭の中の引き出しと資料整理はどう
なっているんだろうと感心したものです。廣井先生と
よく飲みに行くようになったころから、様々な格言を
考案されていましたが、日頃の「端的に話す」ことが
進化したものだと思われます。先生の「難しい知識を
端的に伝えて災害情報として活かそうとする姿勢」が
継承されることを真に願っています。合掌。
（東京大学大学院情報学環・東京大学地震研究所教授）

「生きるための原点」の教えに感謝！
株式会社ＴＯＳＹＳ　東方 幸雄

阿部勝征先生の訃報に接して
愛知工業大学工学部土木工学科教授　横田　崇

社会に生きる地震研究
（一財）河川情報センター理事長／中央大学研究開発機構教授

布村 明彦

追悼特集にあたって
日本災害情報学会広報委員長　鷹野　澄


